
                                                                   

 

 

 

 

＊コミュニケーション能力とは？＊ 

 子どもたちは物心ついた頃から友だちを作ったり、仲間意識を持ったり、大人から教わっ

たり…子どもの毎日はコミュニケーション能力が重要となる場面ばかりです。では、コミュ

ニケーション能力とはどんなことでしょうか？「対人的なやり取りにおいて、お互いの意思

疎通をスムーズにするための能力」。つまり、「上手に人間関係を育む能力」のことです。こ

の能力は、言葉を発しない赤ちゃんの時から培われています。お腹がすいて泣いたらミルク

を飲ませてくれたり、目を合わせて優しく抱っこしてくれるなど不安な気持ちを解消し安心

を与えてくれる人、自分を理解し守ってくれる人に信頼を抱きます。その時に形成されるも

のが「愛着関係」です。特別な行動が必要なわけではなく、日々のコミュニケーションの中

で自然と愛着関係はできていきます。 

1 歳半頃からは簡単な言葉のやりとりができるようになり、単語を話すことを楽しんでい

ます。この頃は、たくさんの言葉を聞いて頭の中に蓄えています。4 歳半以降から「この言

葉はこういう意味なんだ」と考える事ができるようになります。言葉の構造や意味について

言葉で考える力を「メタ言語能力」といいます。この能力は発達し、少しずつ聞く力、読む

力、表現する力が備わっていきます。この能力が育つには、まず何よりも家族内のコミュニ

ケーションが大切と言われています。 

＊コミュニケーション能力を育むために＊ 

 ①子どもの話をじっくり聞くこと。②多くの人と触れ合う機会を持たせてあげること。③

子どもの気持ちに共感すること。です。人とうまくやっていくための協調性、他人の気持ち

がわかる共感性は、自分の気持ちを受け止めてもらう経験から生まれます。相手を尊重する

気持ちを育むためには、まず親が子どもの気持ちに共感してあげることが大切なのです。 

 うまく話すことができない子どもとでも、言葉だけではなく行動や態度でコミュニケーシ

ョンをとることで、愛着関係を築き、「自分は大切なんだ」「愛されているんだ」という「自

己肯定感」がうまれます。そして、自分だけではなく、他人を肯定する事もできるようにな

っていきます。難しく考えすぎず、今は目の前の子どもを愛しているという感情を言葉と態

度でしっかりと示していってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クローバーだより     

201８年 12 月７日 

名古屋柳城短期大学附属 

三好丘聖マーガレット幼稚園 

         北野 明子 

 

 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  
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